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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第56期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第55期

会計期間

自　平成20年
　　９月１日
至　平成20年
　　11月30日

自　平成19年
　　９月１日
至　平成20年
　　８月31日

売上高 (千円) 1,907,3468,259,222

経常利益 (千円) 29,197 403,348

四半期純損失(△)又は
当期純利益

(千円) △53,142 438,738

純資産額 (千円) 1,735,7741,827,363

総資産額 (千円) 6,239,0926,168,773

１株当たり純資産額 (円) 158.96 167.35

１株当たり四半期純損
失(△)又は１株当たり
当期純利益

(円) △4.87 40.17

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 27.8 29.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △317,551 918,931

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △20,572 14,067

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △127,067△989,845

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,024,8901,490,081

従業員数 (名) 124 128

（注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　  ２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

      ３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ　　

ん。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

また、関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成20年11月30日現在

従業員数(名)
       　　　　124　　　　

          (29)

(注) １　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含む就業人員であります。 

　   ２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期連結会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）であり

ます。

     ３　臨時従業員には、期間契約、パートタイマー契約及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いています。

　

(2) 提出会社の状況

平成20年11月30日現在

従業員数(名)
         　　　121　　　

          (27)

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。 

　   ２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第１四半期会計期間の平均雇用人員（１日８時間換算）であります。

     ３　臨時従業員には、期間契約、パートタイマー契約及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いています。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社グループが営んでいる事業の大部分を占める設備工事業においては、生産実績を定義することが困

難であり、請負形態をとっているため販売実績という定義は実態に即しておりません。 

また、当社グループにおいては設備工事業以外では受注生産形態をとっておりません。 

　

(1) 受注実績
　

区分

当第１四半期連結会計期間

金額(千円)

建築設備工事 954,663

リニューアル工事 543,773

土木工事 ―

プラント工事 ―

ビルケア工事 36,713

設備工事業計 1,535,150

不動産事業 11,572

コンサルタント業務 ―

その他計 11,572

合計 1,546,723

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 売上実績
　

区分

当第１四半期連結会計期間

金額(千円)

建築設備工事 1,143,466

リニューアル工事 609,591

土木工事 29,034

プラント工事 ―

ビルケア工事 113,681

設備工事業計 1,895,774

不動産事業 11,572

コンサルタント業務 ―

その他計 11,572
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合計 1,907,346

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　売上高総額に対する割合が100分の10以上の相手先の売上高及びその割合

　　清水建設(株)　　　　　　　　　305,591千円　　　16.0％

　　台東区　　　　　　　　　　　　221,389千円　　　11.6％

　　　　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 業績 

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国サブプライムローン問題に端を発した金融

危機に伴う円高・株安等を背景に企業収益は下振れし、実体経済にも先行き不透明感が強まってまい

りました。

当社グループ関連の建設業界におきましても、公共事業の減少基調の中、改正建築基準法施行に伴う

着工の遅れは若干落ち着きが見られますものの、企業収益の下振れ懸念から民間の設備投資も減少基

調となり、低価格による厳しい受注環境となっております。

このような状況のもと、当社グループは前連結会計年度に引き続き、利益確保を至上命題と位置づ

け、受注時採算性の強化、原価管理及び施工管理の徹底、財務体質の強化等の諸施策を実施しておりま

す。その結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、比較的採算性の良い工事が完成したことから、売上

高19億７百万円、営業利益35百万円、経常利益29百万円となりましたが、最終損益は投資有価証券評価

損及び貸倒引当金繰入額を特別損失として計上したことから53百万円の四半期純損失となりました。

　

(2) 財政状態

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ70百万円増加し、62億39

百万円となりました。その要因は、主に売上債権及び未成工事支出金の増加によるものであります。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ１億61百万円増加し、45億３百万円となりました。その要因は、

主に仕入債務及び未成工事受入金の増加によるものであります。

また、純資産は、前連結会計年度末に比べ91百万円減少し、17億35百万円となりました。その要因は、

主に四半期純損失の計上により利益剰余金が減少したことによるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は４億65百万円減少し、10億24百万円とな

りました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務及び未成工事受入金が増加したものの、税金等調整

前四半期純損失を計上し、売上債権及び未成工事支出金も増加したこと等から３億17百万円の支出超

過となりました。

投資活動によるキャッシュ・フローは、短期の運用を目的とした有価証券を取得したこと等から20

百万円の支出超過となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、資金調達を最小限に抑え、有利子負債の削減に努めたこと等

から１億27百万円の支出超過となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な
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変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結会計期間において、当社グループは研究開発活動を特段行っておりません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

① 提出会社 

　　当第１四半期連結会計期間において、以下の設備を譲渡いたしました。

事業所名
(所在地)

帳簿価額(千円)

従業員数
(名)建物・

構築物
その他

土地
合計

面積(㎡) 金額

賃貸設備
(千葉県市川市)

2,426 115 163.80 45,252 47,793 ―

　

　　　② 国内子会社 

　　　　　特記すべき事項はありません。 

(2) 設備の新設、除却等の計画

特記すべき事項はありません。 
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 44,000,000

計 44,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年1月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,000,00011,000,000ジャスダック証券取引所 ―

計 11,000,00011,000,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年11月30日 ― 11,000,000 ― 1,408,600 ― 3,705

　

　

(5) 【大株主の状況】

当第1四半期会計期間において、大量保有報告書等の写しの送付等がなく、大株主の異動は把握してお

りません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年８月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　80,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

10,888,000
10,888 ―

単元未満株式
普通株式

32,000
― ―

発行済株式総数 11,000,000― ―

総株主の議決権 ― 10,888 ―

(注)  １　「単元未満株式」には、当社所有の自己株式271株が含まれております。

 ２　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が10,000株(議決権10個)含ま

れております。 

　

　

② 【自己株式等】

平成20年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式) 
暁飯島工業株式会社

茨城県水戸市千波町 
2770番地の５

80,000 　　― 80,000 0.73

計 ― 80,000 ― 80,000 0.73

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
９月 10月 11月

最高(円) 117 82 68

最低(円) 56 40 51

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」

（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年９月１

日から平成20年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四

半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年８月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 1,039,895 1,535,084

受取手形・完成工事未収入金 ※2
 1,522,412

※2
 1,103,962

有価証券 99,729 －

未成工事支出金 852,403 691,422

繰延税金資産 41,065 40,912

その他 24,729 16,956

貸倒引当金 △59,281 △21,360

流動資産合計 3,520,953 3,366,978

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 1,155,940 1,195,368

減価償却累計額 △833,971 △865,210

建物・構築物（純額） 321,968 330,157

土地 2,187,079 2,232,331

その他 7,719 10,536

減価償却累計額 △7,290 △9,963

その他（純額） 429 572

有形固定資産合計 2,509,477 2,563,061

無形固定資産 7,344 7,969

投資その他の資産

投資有価証券 174,991 202,135

長期貸付金 500 500

破産更生債権等 175,872 106,502

その他 38,236 39,210

貸倒引当金 △188,283 △117,585

投資その他の資産合計 201,316 230,762

固定資産合計 2,718,138 2,801,794

資産合計 6,239,092 6,168,773
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(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 1,524,099 1,268,825

短期借入金 1,236,800 1,461,700

1年内返済予定の長期借入金 358,360 346,650

1年内償還予定の社債 30,000 30,000

未払法人税等 1,014 2,565

未成工事受入金 590,508 528,022

完成工事補償引当金 10,700 8,918

工事損失引当金 600 1,400

賞与引当金 22,700 52,300

その他 100,528 103,044

流動負債合計 3,875,310 3,803,425

固定負債

社債 345,000 345,000

長期借入金 238,680 146,900

退職給付引当金 29,108 28,800

その他 15,218 17,283

固定負債合計 628,006 537,983

負債合計 4,503,317 4,341,409

純資産の部

株主資本

資本金 1,408,600 1,408,600

資本剰余金 3,705 3,705

利益剰余金 361,263 436,245

自己株式 △21,130 △21,117

株主資本合計 1,752,437 1,827,432

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △16,662 △69

評価・換算差額等合計 △16,662 △69

純資産合計 1,735,774 1,827,363

負債純資産合計 6,239,092 6,168,773
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(2)【四半期連結損益計算書】
　【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年９月１日
 至 平成20年11月30日)

売上高

完成工事高 1,895,774

その他の事業売上高 11,572

売上高合計 1,907,346

売上原価

完成工事原価 1,723,902

その他の事業売上原価 4,837

売上原価合計 1,728,740

売上総利益 178,606

販売費及び一般管理費

従業員給料及び手当 44,330

賞与引当金繰入額 3,874

退職給付費用 3,205

貸倒引当金繰入額 38,047

その他 53,565

販売費及び一般管理費合計 143,022

営業利益 35,583

営業外収益

受取利息 771

受取配当金 1,328

仕入割引 2,244

受取地代家賃 2,252

その他 1,874

営業外収益合計 8,471

営業外費用

支払利息 13,874

その他 984

営業外費用合計 14,858

経常利益 29,197

特別利益

有形固定資産売却益 1,421

特別利益合計 1,421

特別損失

減損損失 553

投資有価証券売却損 4

投資有価証券評価損 12,631

貸倒引当金繰入額 70,571

特別損失合計 83,762

税金等調整前四半期純損失（△） △53,143

法人税、住民税及び事業税 152
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(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年９月１日
 至 平成20年11月30日)

法人税等調整額 △153

法人税等合計 △0

四半期純損失（△） △53,142
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年９月１日
 至 平成20年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △53,143

減価償却費 5,886

減損損失 553

貸倒引当金の増減額（△は減少） 108,619

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 1,782

工事損失引当金の増減額（△は減少） △800

賞与引当金の増減額（△は減少） △29,600

退職給付引当金の増減額（△は減少） 307

受取利息及び受取配当金 △2,099

支払利息 13,874

有形固定資産売却損益（△は益） △1,421

投資有価証券売却損益（△は益） 4

投資有価証券評価損益（△は益） 12,631

売上債権の増減額（△は増加） △418,449

未成工事支出金の増減額（△は増加） △160,981

仕入債務の増減額（△は減少） 255,273

未成工事受入金の増減額（△は減少） 62,486

未払消費税等の増減額（△は減少） △37,361

破産更生債権等の増減額（△は増加） △69,369

その他 4,712

小計 △307,092

利息及び配当金の受取額 2,198

利息の支払額 △12,047

法人税等の支払額 △610

営業活動によるキャッシュ・フロー △317,551

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2

定期預金の払戻による収入 30,000

有価証券の取得による支出 △99,729

有形固定資産の売却による収入 51,000

投資有価証券の取得による支出 △2,416

投資有価証券の売却及び償還による収入 329

その他 246

投資活動によるキャッシュ・フロー △20,572
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(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年９月１日
 至 平成20年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △224,900

長期借入れによる収入 200,000

長期借入金の返済による支出 △96,510

自己株式の取得による支出 △12

配当金の支払額 △5,644

財務活動によるキャッシュ・フロー △127,067

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △465,191

現金及び現金同等物の期首残高 1,490,081

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,024,890
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　　当第１四半期連結累計期間（自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日）

該当事項はありません。
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【簡便な会計処理】

　
当第１四半期連結累計期間

(自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日)

 １ 完成工事に係る瑕疵担保費用
    見積額の算定方法

　

完成工事に係る瑕疵担保費用見積額の算定に関しては、当第１四半
期連結会計期間末の補償実績率が前連結会計年度末に算定したもの
と著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末において
算定した補償実績率を使用しております。

２ 法人税等並びに繰延税金資産

   及び繰延税金負債の算定方法

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額
控除項目を重要なものに限定する方法によっております。
繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以
降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと
認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予想
やタックス・プランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　　当第１四半期連結累計期間（自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日）

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年11月30日)

前連結会計年度
(平成20年８月31日)

　１　手形割引高及び裏書譲渡高

受取手形割引高 67,212千円

受取手形裏書譲渡高 109,918

　１　手形割引高及び裏書譲渡高

受取手形裏書譲渡高 131,871千円

※２　期末日満期手形の処理

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

きましては、満期日に決済が行われたものとして

処理しております。

なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関

の休日であったため、次の四半期連結会計期間末

日満期手形を満期日に決済が行われたものとして

処理しております。

　　受取手形 4,900千円

　３　偶発債務

当社は、平成19年２月16日、株式会社しまナーシン

グホーム(茨城県東茨城郡)より393,225千円の債

務不存在の確認請求訴訟を東京地方裁判所に提起

されました。本件は、当社が施工した建物につい

て、同社の意図する設計・施工がされていない(瑕

疵担保責任の存在)として、393,225千円の損害賠

償を要求し、同額を当社の建築工事請負残代金と

相殺すべく主張しているものであります。

これに対し当社は、今回の施工において、株式会社

しまナーシングホームが主張する瑕疵担保責任は

ないものと認識しており、平成19年３月９日、同社

に対し393,225千円及び遅延損害金の支払いを求

め、東京地方裁判所に請負代金請求の反訴を提起

しておりましたが、平成20年１月31日、同社から

393,225千円の支払いを受け、当社提起の請負代金

請求訴訟の一部取下げ（遅延損害金請求訴訟の

み）に合意いたしました。 

なお、株式会社しまナーシングホーム提起の損害

賠償請求訴訟は継続中であり、平成20年２月12日、

同社は損害賠償請求額を800,000千円に変更して

おります。 

当社は、同社提起の損害賠償請求訴訟については、

同社が主張する瑕疵担保責任はないものと確信し

ており、また、損害賠償請求額にも何等根拠がな

く、裁判において引き続き当社の正当性を主張し

争っていく方針であります。

 

※２　期日満期手形の処理

期末日満期手形の会計処理につきましては、満　期

日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。

なお、当連結会計年度末日が金融機関の休日で

あったため、次の期末日満期手形を満期日に決済

が行われたものとして処理しております。

　　受取手形 726千円

　　裏書譲渡手形 700

　３　偶発債務

当社は、平成19年２月16日、株式会社しまナーシン

グホーム(茨城県東茨城郡)より393,225千円の債

務不存在の確認請求訴訟を東京地方裁判所に提起

されました。本件は、当社が施工した建物につい

て、同社の意図する設計・施工がされていない(瑕

疵担保責任の存在)として、393,225千円の損害賠

償を要求し、同額を当社の建築工事請負残代金と

相殺すべく主張しているものであります。

これに対し当社は、今回の施工において、株式会社

しまナーシングホームが主張する瑕疵担保責任は

ないものと認識しており、平成19年３月９日、同社

に対し393,225千円及び遅延損害金の支払いを求

め、東京地方裁判所に請負代金請求の反訴を提起

しておりましたが、平成20年１月31日、同社から

393,225千円の支払いを受け、当社提起の請負代金

請求訴訟の一部取下げ（遅延損害金請求訴訟の

み）に合意いたしました。 

なお、株式会社しまナーシングホーム提起の損害

賠償請求訴訟は継続中であり、平成20年２月12日、

同社は損害賠償請求額を800,000千円に変更して

おります。 

当社は、同社提起の損害賠償請求訴訟については、

同社が主張する瑕疵担保責任はないものと確信し

ており、また、損害賠償請求額にも何等根拠がな

く、裁判において引き続き当社の正当性を主張し

争っていく方針であります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間　　　　　　　　　　　　　(自　平成20年９

月１日 
  至　平成20年11月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目

　　　　　　　　　　　　(平成20年11月30日現在)

現金預金 1,039,895千円

預入期間が３か月超の定期預金 △15,005千円

現金及び現金同等物 1,024,890千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成20年11月30日）及び当第１四半期連結累計期間(自　平成20年９月１日

　至　平成20年11月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 11,000,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 80,471

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年11月26日
定時株主総会

普通株式 21,839 2.00平成20年８月31日 平成20年11月27日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　該当事項はありません。

　　　

　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　該当事項はありません。

　

　

EDINET提出書類

暁飯島工業株式会社(E00246)

四半期報告書

22/28



(リース取引関係)

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日）

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っ

ておりますが、当四半期連結会計期間におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変

動が認められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成20年11月30日）

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成20年11月30日）

当社グループは、デリバティブ取引を行っておりませんので、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日）

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第１四半期連結会計期間（自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日）

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第1四半期連結累計期間(自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日)

全セグメントの売上高の合計、営業損益の合計額に占める設備工事業の割合がいずれも90％を超えて

いるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

当第1四半期連結累計期間(自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日)

在外連結子会社及び在外支店がないため、記載しておりません。

　

【海外売上高】

当第1四半期連結累計期間(自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日)

　　　海外売上高がないため、記載しておりません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年11月30日)

前連結会計年度末
(平成20年８月31日)

158.96円 167.35円

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年11月30日現在)

前連結会計年度末
(平成20年８月31日現在)

純資産の部の合計額(千円) 1,735,774 1,827,363

普通株式に係る純資産額(千円) 1,735,774 1,827,363

差額の主な内訳(千円) ― ―

普通株式の発行済株式数(株) 11,000,000 11,000,000

普通株式の自己株式数(株) 80,471 80,271

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数(株)

10,919,529 10,919,729

　

２　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日 
  至　平成20年11月30日)

１株当たり四半期純損失 4.87円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため記載しておりませ
ん。

(注)　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
当第1四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日
至　平成20年11月30日)

四半期純損失(千円) 53,142

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式に係る四半期純損失(千円) 53,142

普通株式の期中平均株式数(株) 10,919,662

　

(重要な後発事象)

　　該当事項はありません。
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２【その他】

訴訟 

１　建設工事請負に係る損害賠償請求訴訟及び同請負代金に係る遅延損害金請求訴訟

「１　四半期連結財務諸表」の「注記事項」（四半期連結貸借対照表関係）「３　偶発債務」に記載の

とおりであります。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年１月14日

暁飯島工業株式会社

取締役会　御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

公認会計士　   小   坂   義   人　　 印

　

指定有限責任
社員
業務執行社員

公認会計士　　 石   井   雅   也　　 印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている暁飯

島工業株式会社の平成20年９月１日から平成21年８月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間

(平成20年９月１日から平成20年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、暁飯島工業株式会社及び連結子会社の平成20

年11月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ

・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　注記事項(四半期連結貸借対照表関係)に記載されているとおり、会社は瑕疵担保責任の存在に基づく損害賠

償請求訴訟を提起されている。 

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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